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業

今 
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業
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い
の
う
え
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　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

第 244号 令和６年７月

「
裏
木
曽
」そ
の
三

大
ひ
の
き

　

江
戸
前
期
よ
り
強
度
の
伐
採
が
行
わ
れ
た
木
曽
地

域
に
対
し
て
、
比
較
的
森
林
資
源
が
残
さ
れ
て
い
た

裏
木
曽
は
大
材
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
か
つ
て
ど
れ
程
の
巨
木
が
存
在
し

た
の
か
は
今
と
な
っ
て
は
推
測
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
城
西
の
丸
再
建
の
た
め
の

出い
で
ノ
小こ
う
じ路（
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏
木
曽

国
有
林
）で
の
大
材
伐
出（
第
三
十
八
回
参
照
）の
際
に

は
「
カ
ナ
テ
コ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
樹
齢
千
年
以
上
の

伝
説
的
な
ヒ
ノ
キ
巨
木
が
伐
採
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
カ
ナ
テ
コ
」、
昭
和
三
十
年
代
に
国
宝
姫
路
城
の

「
心
し
ん
ば
し
ら柱」
修
理
用
材
と
し
て
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
で

伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
巨
木
、
そ
し
て
後
述
す
る「
大お

お

ひ

の
き
」が
記
録
上
残
っ
て
い
る
特
に
大
き
な
巨
木
と
さ

れ
ま
す
。

　
「
大
ひ
の
き
」
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
既
に
出
ノ
小

路
で
神
木
、
木
曽
山
随
一
の
巨
木
と
知
ら
れ
て
い
た

ヒ
ノ
キ
で
あ
り
、
樹
高
二
十
間
（
約
三
六
㍍
）、
目
通

り（
地
上
一・二
㍍
の
高
さ
）の
周
囲
長
二
十
三
尺（
約

七
㍍
）と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
木
曽
を
代
表
す
る

巨
木
で
し
た
が
、
昭
和
九
年
九
月
に
室
戸
台
風
に
よ

る
暴
風
で
地
上
一
二
㍍
で
折
損
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
完
全
に
枯
死
し
て
し
ま
い
昭
和
二
十
九
年

に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
五
十
六
年
に
同

じ
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
で
巨
大
ヒ
ノ
キ
が
発
見
さ

れ
、
以
降「
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
年
代
に
特
に
太
い
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
老
大
木
。

昭
和
十
年
代
に
特
に
太
い
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
老
大
木
。

神
宮
（
伊
勢
）

神
宮
（
伊
勢
）
御御み
と
び
ら

み
と
び
ら扉扉
用
材
候
補
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
。

用
材
候
補
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
。

姫
路
城
「
昭
和
の
大
修
理
」
の
際
に
、
城
を
支
え
る
「
心
柱
」
用
材
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
巨
木
。
樹
高
三
五
㍍
、
目
通
り
直
径
一・二
㍍
と
さ
れ
る
。

姫
路
城
「
昭
和
の
大
修
理
」
の
際
に
、
城
を
支
え
る
「
心
柱
」
用
材
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
伐
採
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
巨
木
。
樹
高
三
五
㍍
、
目
通
り
直
径
一・二
㍍
と
さ
れ
る
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
る
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
人
物
と
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
大
き
さ
が
実
感
で
き
る
。
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こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
ら
の
巨
木
が
い
ず
れ
も
加
子
母
裏
木
曽
国
有

林
（
出
ノ
小
路
）
に
存
在
し
て
い
た
訳
で
す
か
ら
、
ま

さ
に
「
巨
木
の
森
」
と
呼
ん
で
よ
ろ
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
大
木
が
多
い
特
異
な
森
林
が
形
成

さ
れ
た
の
は
、
急
斜
面
で
あ
り
伐

採
・
搬
出
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、

風
当
り
が
弱
い
地
形
で
あ
る
こ

と
、
気
候
・
地
質
が
ヒ
ノ
キ
・
サ

ワ
ラ
の
生
育
に
適
し
て
い
た
こ

と
、
江
戸
時
代
以
降
の
尾
張
藩
・

地
元
で
の
保
護
管
理
が
適
切
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

官
服
を
着
た
職
員
と

官
服
を
着
た
職
員
と

対
比
し
て
木
の
サ
イ

対
比
し
て
木
の
サ
イ

ズ
が
う
か
が
え
る

ズ
が
う
か
が
え
る

昭
和
初
め
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
「
大
ひ
の
き
」

昭
和
初
め
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
「
大
ひ
の
き
」

大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
「
大
ひ
の
き
」

大
正
末
か
ら
昭
和
初
め
頃
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
「
大
ひ
の
き
」

昭
和
初
め
頃
の
「
出
ノ
小
路
神
宮
備
林
」（
現
在
の
東
濃
森
林

昭
和
初
め
頃
の
「
出
ノ
小
路
神
宮
備
林
」（
現
在
の
東
濃
森
林

管
理
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
）。
帝
室
林
野
局
で
も
有
数
の

管
理
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
）。
帝
室
林
野
局
で
も
有
数
の

大
材
林
と
し
て
名
を
は
せ
た
。

大
材
林
と
し
て
名
を
は
せ
た
。

昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
で
折
損
し
た
「
大
ひ
の
き
」

昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
で
折
損
し
た
「
大
ひ
の
き
」
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